
 

図 8-1 水化学の主要課題の変遷 

商用炉運開

プラント稼働率 (%)

燃料損傷（体/年）

従事者の被ばく線量
（x10 人 Sv/プラント/年）

1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005
0

20

40

60

80

100
燃

料
損

傷
、

稼
働

率
、

線
量 PWR

商用炉運開

プラ ント 稼働率 (%)

燃料損傷
（ 体/年）

従事者の被ばく 線量
（ x10 人 Sv/プラ ント /年）

0

20

40

60

80

100

1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005

燃
料

損
傷

、
稼

働
率

、
線

量

BWR

水化学関連研究専門委員会（６期２４年） 水化学
部会燃料損傷対応はほぼ収束

被曝低減と構造材健全性対応に注力

TMI-2事故 チェルノブイリ事故

Phébus FP
Project 完了

シビアアクシデント対応の化学

被ばく低減と構造材健全性対応に注力     


